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は破古紙の安南語名として,佛蘭西式に綴つた，次の_な名稱が擧げてある Hut - b 6- c 6 t - 
chij Pha - co - chi . それか A , 其藥効と'して Ses fruits aromatiques , a saveur amere , 
sont ordmnes dans Ies maux d ’ estomac , dans la spermatorrhee et dans certaines 
maladies des peau . と記してあるが，何れ支那文献から.轉 fB したもので:あろう〇從つて 
大した文献ではないが，現在では珍本だがら一應其內容の一部に觸れてをく。 

〇>ンゴに模檬を現すの 法（久內淸孝） . / . 

近頃];ンゴの表面に繪や字を表したものが見られる。これは，結局炭素同化作用の實 
見でやるデンプシ寫眞と同じ樣な原理でやるのである。中支方面では壽の字を現したも 
のなどが市歧されて居るし，園藝の雜誌で之を傳へたものがあつた樣に記憶し; t ： 居さが 
しがし之は近頃起つたことでなく，旣に嬉遊笑覽十の上，飲食の部に，汝南圃史を引用 
して「好事者以枝頭向陽未熟時剪紙爲花鳥貼其上待江熱乃至派則花紋燿燦入盤釘司愛」 
な名文句を轉錄してある。恐らく遮光性のものなら， ス.ミで も，寫眞の陰畫でも，なか 
でも同じ結果をもたらすものと思はれる。東北地方の好事家の實見を望む。いや旣にや 
つて居ること/信ずる。 , 

〇カハノリを詠んだ 漢詩（:前 川 文夫） 

カハノリ屬 iPmUolcO は本州や臺‘灣の山間の溪琉に生ずる。中華民國にはまだ知れ 
てないようだ。近頃父から示•された詩の中に次の樣なのがある。唐の王建が厚上新居 
と題して詠んだもので，自掃一間房，唯鋪獨臥床，琴羹溪菜滑，山紙水苔香，陳藥初和 
白，新經未入黃，近来心力少，.休讀養生方といふのであるが，彼が渭水の平野で威陽の 
北の丘陵に居をかまえそ，そこでの.生活をよんで居る0この中で野羹溪菜滑らかに山紙 
水苔香しといふ對句は明らかに山菜を食用に,して居る有樣を述べたも©で，後者の句は 
恐ら,くカパ/リの類を云つているのであ,らう。長安の邊は常綠濶葉林の北限だから，大 
體カシの上限をな.している東京都下，氷川町の日原谷や川苔谷にカハノリがあるのと同 
じやうな溪琉の狀態が考へられるのである。この詩は全唐詩第8函第5册にある。（昭和 
23年2月:） ." 

〇水 暮の新 例ツル ニン ジン （前川文夫） ‘ へ 

永暮については柴田桂太先丰が曾つて植物學雜誌に述べられた後には報吿を見ない樣 
である。私はキキョウ科のツルニンジンを新例とし T 追加する。昭和19‘年夏，東京都 
下日野で見たと^ろでは，蕾では萼片 5 と花冠裂片5とは夫々扉狀に閉じて完全な球を 
作つて居るが，暮は子房下部に着くのに反し，花冠はそれとはなれセ子房上部につくた 
め}こ暮の作る球の內側に苛成の空間を隔て、花冠 Q 作る球が入れ子になつて居る。との 
空間に一滴分の水が入つて居つて，日光にすかして見ると水滴の動搖するのがよくわか 
る。この水は殆んど無味無臭であつて開花と共に落ちてなくなる。勿論腊葉では蕾は押 
されるとすく、'割れるために氣づかずに終る0同屬のバァソブでも同樣な現象がみられ4 
ものと期待するが生きた花にぶづからないので，いまだに確められずに居るが，この水 
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暮はツルニツジン屬 CCodmopsis ) の持つ一特徵であらう 0 
〇ハプ テコ プラ追記（前川文夫 :） ' 

本誌20 :120 (昭和 19) に久內淸孝氏がォホヶタデを本草時代にハブテコ,ブラとよ 
んだという記事を書かれた。面白い名前なのでその後見っかると書留めておいたが德川 
時代にはかなり一般にも使われ同時に數種の植物をさすかの機に見えて来たのでこ W こ 
記して御參考に供する 。. n ■ ..■二. ' 

カブテコブラ，植物學雜誌6、 P . (371〕〔1892)に長野菊次郞氏がオホヶタデの筑前方 
言として記す〇少くとも明治年間には通®していた名であることがわか る。リ 
ハブ テコ ブラ，カブ テコ ブラ，蘭山の啓蒙 3) にキササゲに宛て X いる。 

ハブテコブラ C 紀州若 山， 雲州〕，ハビテ: i ブラ（熊野）ともにゴシと ュ を指ず.と同じ 
く啓蒙 28 にある 〇 ■ ..' 

habite-kobura. Siebold et Zuccarim, FI. Japonica: 50 \Z Boymia mtaecarpa し’ゴ 
シュュ〕の條に和名としでこの 語あり。 

Cap di Cobra nomine lusitanico ； .Thimberg が Flora Japonica : 269 (1784〕 に 
Croton actitum Thunb. を記載し，長崎に,栽培，ポルトガルより渡来と記し;^條下に， 
その日本名として上記の名と附記とがある。とのものは今の何かわがらないがどうやら 
渡来した名の變遷がおほろげながらわかるように見える。 

〇導管內のラセンが糸になつて出て來る二三の例 （前 川 文夫） 

中將姬が機を_った原料のハスはあまりにも有名だが，短かいものならば二三ある。 
自然にある時節になると.らせんがほどけて白い糸となるのは.モクレン屬の種子である。 
熟すると例の朱紅色で扁球形の種子が不規則なあまり氣持の良くない恰好の果實からぶ 
ら下がるが，この時のらせんの糸は相當に丈夫だし又長いものは 1 cm 以上もっ ir ぐ。 
とれは胚柄內から出たものである 〇 葉では柄を折るとよく出るものがある。子供達はと 
れを却って居て柄をとまかく折っていくっもぷらさげて遊ぶ' ことがある。ドクダミは可 
成よくとの糸が出る 0 タマアジサヰでも出て來るのに氣がっいた。ミヴキはそ ix よりも 
よい例であって相當長いものがとれるが，とれは小倉謙敎授から先年日光で敎へて頂い 
て知った。■山崎敬君からは先日サンゴジュの葉で子供の時遊んだと聞いた。搜すと存外 
例があると思ふ。肉質の柄で曲げるとピチツと折れるものでないと糸がっ V て來ないや 
うだ。導管內の螺旋狀の肥厚の說明によいし，又こんなに細くて均一の木さの糸は何か 
特殊の用途でも見附か,るかも知れな V 。 

〇 本邦産 ツチトリモチ屬の最古 記錄（:津山尙） ノ 

日本內池 7 口 ー ラにツチトリモチ屬が確立されたのは，明治16年(188 3 〕大久保三郞氏 
の天城山での未熟品の發見に次いで，其前後に牧野富太郞先生が土佐で完全な擇本を探 
集.されてこれを東京大學に遠附'され，後明治39年〔190幻 BalanOphora japonica 

Makino なる學名が與へられた時に初まるのであるが，一方琉球フロ ラでは英國 Kew 
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